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　　大学に対する外部権力，とくに警察権力の直接行使
　からの自主性の確保は，大学における学問の自由，思
　想・言論の自由を保障するうえで，きわめて重要な意
　味をもっているというのも，学問研究＝真理の探究と
　は，既成の価値や現在の認識を再検討することによっ
　て新しい価値を創造し，自然と社会の法則を発見して
　いく人間の精神活動であって，それが警察権力の監視
　と統制のもとにあるならば，学問研究活動はとうてい
　その十分な発達をみることができず，また教員・学生
　の相互間の自由な学問的交流が妨げられることにもな
　るからである。
　　しかしながら，現実には警察権がなによりも学問の
　自由、思想・言論の自由をもつべき大学を取り締まり
一ないし捜査の対象にして発動されるのが，むしろ歴史
　的な経験となっている。
　　そこで，大学に対する警察権行使に関しては，つぎ
のような2つの側面において考察し，大学の自治の憲
法的保障が確認されるべきであろう。すなわち，1つ
は公安（治安）警備警察と大学の関係が問題となる
が，もう1つは司法（刑事）警察と大学の関係であ
る。．
　（1）大学自治と公安警備警察
　公安警備警察は，司法警察とは異なり（司法警察は
犯罪が発生してから捜査・逮捕とすすめられ，いわば
事後的措置の性格をもつ警察活動であり，その意味で
は一応「市民のための警察」を志向するものであると
いえよう。しかし．この相違は両者の制度上のことを
さすのであって，現実の機能もそうであることを意味
しない），予防的・事前的措置を基本とする広汎な警
察活動を行ない，現体制の秩序維持に奉仕する警察と
いうことができる。そのため，警備警察は必然的に既
成の価値体系を批判し．これに対立する思想や運動を
取り締まる政治・思想警察とならざるをえない。こう
した性格をもつ警備警察は，なによりも思想・言論の
自由を重要なものと考える大学からみて，否定・排除
されるべきものであることは明らかである。とくに，
現実の価値体系を批判的に克服することによって，新
しい価値を創造するという学問的・思想的活動を行な
う場合がしばしばある大学には，「反体制的言論・思
想・学問」が生ずる可能性の度合もきわめて高く，そ
れゆえこれまでよく公安警察の調査。取り締りの対象
になってきた。だからこそ，学問の自由のためには大
学の自治が不可能のものとなり，それと同時に体制側
からみれば，大学が不可避的に治安政策の重要な対象
とならざるをえないのである。その意味で，大学自治
の保障は，大学における教育の完全な自由，とりわけ
反体制的学問研究・思想・言論の自由ということに対
し，体制側が治安維持の見地から大学に関心を示すと
き，はじめてその価値を発揮するといえよう。大学の
自治と公安警察との関係を考察する場合には，憲法的
保障を受ける大学自治のこうした意味内容を十分にふ
まえておくことが必要であろう。
　②　大学自治と司法警察
　大学への警察権力介入の問題を考察するにあたって
は，公安警察との関係のみに視点を限定するのではな
く，通常の刑事警察との関係，いわば大学と司法警察
権の限界の問題にも分析・検討を加えることが必要で
ある。というのも，「犯罪捜査に籍口して」警備情報
収集活動が行なわれるおそれもあり，また近年，公安
条例違反・暴力行為等処罰二関スル法律違反・公務執
行妨害罪のほか，兇器準備集合罪・騒擾罪・不法逮捕
罪・不法監禁罪，そして不退去罪・破防法違反など犯
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罪名が量的にふえるとともに，これに付随する犯罪捜
査が本質的には警備情報収集活動のために利用されて
いる状況があり，さらに「和光大学事件」の場合に典
型的にみられるように，本来「起訴にも値いしないほ
どの軽微な被疑事実を理由として令状の発行を求め，
それによって大学の研究・教育活動を一時的かつ全面
的に停止することがありうるからである」。この点，
従来学説・判例ともに大学の自治と司法警察の関係を
問題関心からはずし，大学における刑事警察活動を正
当視・当然視してしまったきらいがある。しかし，大
学の自治を守るという観点からいうならば，公安警察
活動の支配から大学を守るということと同じぐらいの
重要性をもって，司法警察活動を注視することが必要
であろう。
　なお，本研究の成果は，「大学の自治と外部権力」
（奥平・杉原編r憲法学2』有斐閣）という形で，論文
発表している。
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